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融雪機能を有する太陽電池モジュールの
屋外融雪試験における融雪特性

背景・目的

結論

結果

本事業を共同して推進いただいた企業（アンフィニ株式会社・大日本印刷株式会社）の関係諸氏に深謝申し上げます。

実験設備
試作した融雪用ヒータ内蔵型太陽電池モジュールの融雪効果などを、多雪地域
の屋外曝露設備において評価し、以下の結論を得た。
屋外耐久性試験
最大積雪深が140 cmを超える多雪地域に、融雪型太陽電池モジュールを冬季
に約3か月間設置した。目視確認と発電特性データからは、顕著な破壊・変形
や明確な性能低下は確認できなかった。（昨年度報告した）屋内加速試験結
果とあわせて、本試作モジュールの冬季適用可能性が示唆された。

融雪機能試験
2020年12月13日～2021年3月23日の100日間に収集した画像データ（Panels 01
- 03) や温度データなどから本試作モジュールの融雪機能を評価した。融雪評
価指標に開口率を導入し、降雪時の融雪ヒータの稼働による開口率の増大と
ともに（Panels 04 - 06)、付随するモジュール温度上昇を確認した（Panels 
07 - 09) 。また、降雪時においても、発電電力の増加がみられた（Panels 10 -
12)。今後は、より経済的な融雪ヒータ温度制御方法を検討していく。
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